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中
部
方
面
混
成
団
の
隊
員
諸

官
及
び
ご
家
族
の
皆
様
、
そ
し

て
「
か
け
は
し
」
愛
読
の
皆
様
、

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

ご
家
族
そ
し
て
会
員
の
皆
様

に
は
平
素
か
ら
中
部
方
面
混
成

団
に
対
し
、
ご
支
援
ご
協
力
を

賜
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
中
部
方
面
混
成
団
に
第
四
十
九
普
通
科
連
隊
が
新
た
に
加
わ

り
、
中
部
方
面
隊
全
て
の
コ
ア
普
通
科
連
隊
と
教
育
部
隊
が
混
成
団
隷

下
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
「
我
ら
混
成
団
」
の
指
標
の
下
、
一
致
団
結
し
、
新
た
な
混

成
団
の
二
年
目
と
し
て
、
昨
年
ま
で
の
成
果
を
更
に
充
実
し
て
ま
い
り

ま
す
。

新
隊
員
や
陸
曹
教
育
等
に
お
い
て
は
、
人
を
大
切
に
し
つ
つ
隊
員
と

し
て
確
実
に
任
務
遂
行
で
き
る
教
育
を
し
て
参
り
ま
す
。
そ
の
た
め
各

部
隊
が
混
成
団
の
教
育
に
期
待
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
教
育
に
反

映
し
、
部
隊
に
役
立
つ
隊
員
の
た
め
に
な
る
教
育
を
行
い
ま
す
。

普
通
科
連
隊
は
混
成
団
の
中
期
計
画
に
基
づ
き
、
常
備
自
衛
官
と
即

応
予
備
自
衛
官
が
一
体
と
な
り
、
訓
練
を
更
に
充
実
さ
せ
て
任
務
を
完

遂
で
き
る
よ
う
練
度
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
八
月
に
広
島
市
で
発
生
し
た
土
砂
災
害
に
際
し
、
第
四

十
七
普
通
科
連
隊
が
災
害
派
遣
に
従
事
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
災
害

等
に
も
し
っ
か
り
と
備
え
地
域
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
し
て

参
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
皆
様
方
に
は
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
と

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
方
が
ご
健
勝

で
幸
多
か
ら
ん
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

中
部
方
面
混
成
団
の
隊
員
の

皆
々
様
、
団
友
の
会
の
皆
々
様
、

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
末
に
は
、
総
選
挙
が
行

わ
れ
与
党
の
安
定
多
数
に
な
り
、

今
年
は
、
経
済
も
よ
く
な
り
、

何
事
も
な
く
、
安
心
安
全
に
、

幸
せ
に
暮
ら
し
た
い
と
思
い
ま

す
。し

か
し
そ
れ
に
は
、
ど
う
し

て
も
無
く
し
て
は
な
ら
な
い
不

可
欠
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

国
土
が
安
定
し
て
い
る
こ
と
、
国
の
防
衛
が
安
全
で
、
安
心
で
あ
る
こ

と
で
す
。

想
定
外
の
大
災
害
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
国
防
に
は
想
定
外
は
あ

り
え
ま
せ
ん
、
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

国
の
名
前
が
変
わ
る
な
ど
誰
も
が
考
え
た
こ
と
が
な
い
、
あ
り
え
な

い
こ
と
で
す
。

国
土
が
安
全
・
安
心
で
い
ら
れ
る
の
も
、
常
に
日
夜
、
日
々
、
陸
、

海
、
空
の
自
衛
隊
の
隊
員
の
皆
々
様
が
仕
事
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
か

ら
こ
そ
、
今
日
ま
で
安
全
・
安
心
が
続
い
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
我
々
友
の
会
も
、
常
に
安
全
を
認
識
し
て
、
「
我
々
に
出

来
る
事
」
と
は
何
か
を
考
え
て
、
隊
員
の
方
々
と
友
好
を
深
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
少
し
で
も
自
衛
隊
の
隊
員
の
方
々
の
お
役
に
立
ち
た
い
と

思
い
ま
す
。

今
年
も
、
昨
年
以
上
に
隊
員
の
皆
様
、
友
の
会
の
皆
様
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
、
今
年
も
、
皆
々
様
の
幸
多
い
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
新

年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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新
年
の
挨
拶

第
四
十
七
普
通
科
連
隊
長

一
等
陸
佐

齋
藤

肇
夫

新
年
の
挨
拶

第
四
十
九
普
通
科
連
隊
長

一
等
陸
佐

押
川

省
三

新
年
の
挨
拶

第
四
陸
曹
教
育
隊
長

第
一
〇
九
教
育
大
隊
長

第
一
一
〇
教
育
大
隊
長

二
等
陸
佐

増
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樹
紀

新
年
の
挨
拶

新
年
の
挨
拶

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎

え
に
な
ら
れ
た
事
と
心
か
ら
お

慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。
私
、
昨

年
十
二
月
一
日
付
で
か
ね
て
か

ら
の
念
願
が
か
な
い
、
第
一
〇

九
教
育
大
隊
長
を
拝
命
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
佐
伯
で
あ
り

ま
す
。
今
後
と
も
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
新
年
を
迎
え
、
大
隊

も
私
以
下
一
丸
と
な
っ
て
任
務

を
完
遂
す
る
べ
く
邁
進
し
て
参

る
決
意
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
大
隊

所
属
隊
員
全
員
が
こ
れ
か
ら
の

陸
上
自
衛
隊
を
担
う
「
最
も
フ

レ
ッ
シ
ュ
な
新
人
」
に
自
信
と

誇
り
を
持
た
せ
る
べ
く
、
常
に

「
熱
意
と
信
念
」
を
心
に
持
ち

な
が
ら
各
種
の
教
育
訓
練
に
精

進
努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
本

年
も
昨
年
同
様
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

二
等
陸
佐

佐
伯

智

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
穏
や

か
な
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
賜
り
ま
し
た
ご
支
援
に
対
し

ま
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
し
だ
い

で
す
。

さ
て
、
第
四
十
九
普
通
科
連
隊

は
昨
年
三
月
に
創
隊
十
周
年
を
迎

え
る
と
同
時
に
第
十
師
団
の
隷
下

か
ら
外
れ
、
中
部
方
面
混
成
団
の

隷
下
部
隊
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
隊
務
運
営

の
基
本
を
即
応
予
備
自
衛
官
に
対

す
る
教
育
訓
練
の
実
施
か
ら
任
務

を
完
遂
で
き
る
態
勢
を
確
立
す
る

こ
と
に
軸
足
を
移
し
た
と
こ
ろ
で

す
。今

年
も
自
然
災
害
対
応
等
あ
ら

ゆ
る
任
務
を
完
遂
で
き
る
態
勢
を

確
立
す
る
た
め
、
連
隊
一
丸
と

な
っ
て
精
進
努
力
す
る
所
存
で
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
健

康
と
ご
多
幸
を
祈
念
致
し
ま
し
て
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
お
健
や
か
に
新
し
い
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。第

一
一
〇
教
育
大
隊
は
、
一
般

陸
曹
候
補
生
課
程
前
期
教
育
、
予

備
自
衛
官
補
招
集
教
育
訓
練
及
び

技
能
公
募
予
備
自
衛
官
招
集
訓
練

を
担
任
し
て
お
り
ま
す
。
教
育
に

当
た
り
ま
し
て
は
、
情
熱
と
愛
情

を
も
っ
て
、
新
隊
員
等
が
厳
し
い

任
務
に
も
対
応
で
き
る
自
衛
官
或

い
は
予
備
自
衛
官
と
な
る
よ
う
に

基
礎
的
事
項
を
徹
底
す
る
と
と
も

に
、
更
に
よ
り
良
い
教
育
が
で
き

る
よ
う
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
大
隊
は
陸
上
自
衛
隊
体

制
移
行
の
一
環
と
し
て
、
数
年
後

に
松
山
駐
屯
地
に
移
駐
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
教
育
や
各
種
業

務
に
支
障
を
来
た
す
こ
と
な
く
、

円
滑
に
移
駐
で
き
る
よ
う
に
着
実

に
準
備
を
進
め
て
ま
い
る
所
存
で

す
。本

年
も
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
ら

れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
第
四
十
七
普
通
科
連
隊
は
、

昨
年
三
月
に
第
四
中
隊
（
招
集
訓

練
地
：
姫
路
）
及
び
重
迫
撃
砲
中

隊
（
同
：
日
本
原
、
海
田
市
、
姫

路
）
の
新
編
を
含
む
改
編
、
ま
た

平
成
二
十
八
年
度
に
予
定
さ
れ
て

い
る
連
隊
検
閲
に
向
け
て
創
隊
以

来
初
と
な
る
中
隊
等
検
閲
を
含
む

即
応
予
備
自
衛
官
招
集
訓
練
の
実

施
な
ど
に
よ
り
練
度
向
上
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
八

月
二
十
日
に
発
生
し
た
広
島
市
の

土
砂
災
害
で
の
災
害
派
遣
（
常
備

自
衛
官
延
べ
四
九
五
人
）
に
際
し

多
く
の
皆
様
か
ら
の
ご
支
援
を
賜

り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
後
と
も
弛
ま
ぬ
練
成
と

民
生
の
安
定
な
ど
に
努
め
る
所
存

で
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、

ま
た
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
結

び
に
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
致
し
ま
す
。

一
等
陸
佐

中
山

順
一

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

昨
年
十
二
月
、
中
部
方
面
隊
の

陸
曹
教
育
を
担
任
す
る
第
四
陸
曹

教
育
隊
の
第
二
十
九
代
隊
長
を
拝

命
い
た
し
ま
し
た
。

教
育
に
お
い
て
は
部
隊
の
任
務

達
成
の
た
め
真
に
役
立
つ
逞
し
い

陸
曹
の
育
成
を
狙
い
に
、
地
位
に

応
じ
た
能
力
を
つ
け
さ
せ
ま
す
。

部
隊
の
核
心
で
あ
る
陸
曹
に
は
、

任
務
、
仲
間
の
た
め
に
危
険
労
苦

を
顧
み
ず
尽
く
す
心
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
助
長
す
る
心
、
厳
し
い

条
件
で
も
任
務
継
続
遂
行
の
た
め

の
人
的
・
物
的
損
耗
を
防
止
す
る

能
力
、
疲
れ
を
知
ら
な
い
体
力
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

隊
で
は
、
「
俺
を
見
よ
、
俺
に

続
け
」
と
い
う
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
で
き
る
が
ご
と
く
自
ら
鍛

え
る
気
風
を
醸
成
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
・
ご

厚
情
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご

多
幸
を
お
祈
り
し
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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中部方面総監初度視察
山
下
総
監
来
隊

連隊対抗ＢＣＴＣ訓練

中
部
方
面
混
成
団
（
団
長

武
政
一
陸
佐
）

及
び
大
津
駐
屯
地
所
在
部
隊
は
、
十
一
月
十

三
日
（
木
）
中
部
方
面
総
監
・
山
下
裕
貴
・

陸
将
の
初
度
視
察
を
受
け
た
。

山
下
総
監
は
、
状
況
報
告
、
訓
練
視
察
、

隊
内
巡
視
等
に
よ
り
、
団
・
大
津
駐
屯
地
の

現
状
を
把
握
さ
れ
た
。

訓
示
で
は
、
総
監
要
望
事
項
で
あ
る
「
責

務
の
完
遂
」
の
精
神
を
高
い
使
命
感
に
よ
り

維
持
し
、
自
衛
官
と
し
て
、
誇
り
も
っ
て
、

責
務
の
完
遂
に
努
め
る
よ
う
述
べ
ら
る
と
と

も
に
、
真
に
役
立
つ
隊
員
の
育
成
に
尽
力
し

て
も
ら
い
た
い
と
要
望
さ
れ
た
。

隊員浴場の視察 障害走訓練の視察

巡閲を行う総監

団
は
、
平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
日
か
ら
十
二
月
十
五
日
ま
で

の
間
、
川
西
駐
屯
地
（
兵
庫
県
）
で
Ｂ
Ｃ
Ｔ
Ｃ
訓
練
を
実
施
し
た
。

編
成
完
結
式
で
、
統
裁
官
の
武
政
団
長
は
、
「
戦
機
に
応
じ
た

指
揮
幕
僚
活
動
」
「
総
合
戦
闘
力
の
最
大
限
発
揮
」
「
安
全
管

理
・
健
康
管
理
の
万
全
」
を
要
望
し
訓
練
が
開
始
さ
れ
た
。

訓
練
は
、
第
四
十
七
普
通
科
連
隊
と
第
四
十
九
普
通
科
連
隊
と

の
遭
遇
戦
で
行
わ
れ
、
連
隊
長
を
核
心
と
し
、
各
隊
員
は
連
隊
の

任
務
達
成
に
邁
進
し
た
。

編成完結式４７連隊の指揮所の様子

統裁部の様子４９連隊の指揮所の様子

（Battle  Command  Training  Center）
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第
四
十
七
普
通
科
連
隊

第２２号 （４）

第
四
十
九
普
通
科
連
隊

第
四
陸
曹
教
育
隊

陣地攻撃（第３中隊）

第
二
次
・
第
三
次
訓
練
検
閲
実
施

自
衛
官
、
即
応
予
備
自
衛
官
一
体
と
な
っ
て
任
務
を
完
遂

衛生救護（衛生小隊）

陣地防御（第２中隊）

連隊段列開設（補給小隊）

連
隊
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
十
七
日
・
十
八
日
及
び
十

月
三
十
日
か
ら
十
一
月
一
日
の
間
、
信
太
山
演
習
場
（
大
阪

府
和
泉
市
）
に
お
い
て
第
二
次
・
第
三
次
中
隊
訓
練
検
閲
を

実
施
し
た
。

第
二
次
は
第
三
中
隊
及
び
衛
生
小
隊
が
、
第
三
次
は
第
二

中
隊
及
び
補
給
小
隊
が
そ
れ
ぞ
れ
与
え
ら
れ
た
課
目
に
つ
い

て
受
閲
、
受
閲
部
隊
は
年
度
当
初
か
ら
段
階
的
に
指
定
課
目

の
練
成
に
励
む
と
と
も
に
、
有
事
の
際
の
出
頭
編
成
に
よ
り

近
い
状
態
で
本
検
閲
に
臨
み
、
こ
れ
ま
で
の
練
成
の
成
果
を

遺
憾
な
く
発
揮
、
自
衛
官
・
即
応
予
備
自
衛
官
が
一
体
と

な
っ
て
受
閲
部
隊
そ
れ
ぞ
れ
与
え
ら
れ
た
任
務
を
達
成
し
た
。

ＣＯＰにおいて障害設置の確認

写真

写真

第４次連隊野営

防御命令を下達する第２中隊長

連
隊
は
、
十
一
月
七
日

か
ら
十
日
ま
で
の
間
日
本

原
演
習
場
に
お
て
第
二
中

隊
及
び
施
設
作
業
小
隊
の

訓
練
検
閲
を
実
施
、
防
御

陣
地
か
ら
防
御
戦
闘
ま
で

の
一
連
の
状
況
下
で
、
部

隊
の
基
本
的
行
動
及
び
隊

員
の
基
本
動
作
に
つ
い
て

連
度
を
評
価
し
た
。

【
第
二
中
隊
・
施
設
作
業
隊
検
閲
】

各
部
隊
と
も
、
常
備
自

衛
官
と
即
応
予
備
自
衛
官

が
一
体
と
な
っ
て
次
々
と

掘
り
出
さ
れ
る
石
や
降
雨

と
戦
い
な
が
ら
陣
地
構
築

や
障
害
構
成
な
ど
を
実
施

侵
攻
す
る
敵
を
撃
退
す
る

等
平
素
の
訓
練
成
果
遺
憾

な
く
発
揮
し
所
望
の
成
果

を
得
た
。

陣地構築等 戦闘指導をする齊藤連隊長

中山１佐着任の辞 谷１佐離任の辞

隊員を巡閲する中山隊長 隊旗を随行しての見送り

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
八
日
で
、
谷
一
佐
が
一

年
八
ヶ
月
の
勤
務
を
終
え
、
幹
部
学
校
付
（
目
黒
）

へ
栄
転
し
、
翌
日
十
二
月
十
九
日
、
第
二
十
九
代
第

四
陸
曹
教
育
隊
長
に
、
東
方
総
監
部
防
衛
部
訓
練
課

（
朝
霞
）
よ
り
、
中
山
一
佐
が
着
任
し
た
。

隊
舎
前
で
実
施
さ
れ
た
着
任
式
で
、
ら
っ
ぱ
隊
の

「
み
く
に
の
楯
」
を
吹
奏
す
る
中
、
基
幹
隊
員
を
巡

閲
、
隊
員
の
威
容
に
接
す
る
と
と
も
に
、
着
任
の
辞

に
お
い
て
、
要
望
事
項
「
鍛
え
よ
う
」
を
掲
げ
、
要

望
事
項
の
徹
底
を
図
っ
た
。

第
二
十
九
代
隊
長
紹
介

中
山

順
一
（
な
か
や
ま

じ
ゅ
ん
い
ち
）

出
身
地

神
奈
川
県

職

種

施
設
科

離着任行事



第２２号 か け は し（５）

第
一
〇
九
教
育
大
隊

第
一
一
〇
教
育
大
隊

中 部 方 面 総 監 感 謝 状 受 賞

中
部
方
面
混
成
団
友
の
会

田
中

清
司

会
長

山下方面総監から感謝状を受賞する田中会長

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
こ
ち
ら

見
な
き
ゃ
、
ダ
メ
よ
～

ダ
メ
、
ダ
メ

平
成
二
十
六
年
十
月
十
一
日
（
土
）
中
部
方
面

混
成
団
友
の
会
会
長
、
田
中
清
司
氏
は
、
伊
丹
駐

屯
地
（
兵
庫
県
）
で
開
催
さ
れ
た
、
中
部
方
面
創

立
五
十
四
周
年
記
念
行
事
に
お
い
て
、
永
年
に
わ

た
る
自
衛
隊
へ
の
支
援
、
ご
協
力
の
功
績
に
よ
り
、

中
部
方
面
総
監
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
さ
ま
し
た
。

敬礼動作の確認を受ける中学生飯ごう炊さんでの昼食を食べる中学生

第
一
〇
九
教
育
大
隊
は
、

平
成
二
十
六
年
十
月
二
十

七
日
か
ら
十
月
二
十
九
日

ま
で
の
間
、
大
津
駐
屯
地

が
実
施
す
る
駐
屯
地
近
隣

の
大
津
市
立
皇
子
山
中
学

校
二
年
生
十
名
の
職
場
体

験
学
習
を
支
援
し
た
。

参
加
し
た
中
学
生
た
ち

は
、
基
本
教
練
、
体
力
測

定
、
野
外
衛
生
、
人
命
救

助
シ
ス
テ
ム
の
操
作
等
を

興
深
く
行
っ
て
い
た
。

こ
の
職
場
体
験
学
習
を

通
じ
て
、
自
衛
隊
の
訓
練

の
一
端
を
紹
介
す
る
と
と

も
に
、
自
衛
隊
へ
の
親
近

感
と
信
頼
感
の
醸
成
に
寄

与
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

中
学
生
の
職
場
体
験
学
習
を
支
援

天幕展張時の杭打ちをする中学生

大
隊
は
平
成
二
十
六
年
十
一
月
七
日
、
高
屋
射
場
に
お
い

て
射
撃
競
技
会
、
十
一
月
十
一
日
、
善
通
寺
駐
屯
地
に
お
い

て
持
続
走
競
技
会
を
「
そ
れ
ぞ
れ
の
戦
技
能
力
の
向
上
及
び

団
結
の
強
化
」
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
。

「
優
勝
」
を
勝
ち
取
る
た
め
に
各
中
隊
は
一
丸
と
な
り
、

こ
の
夏
の
猛
暑
の
中
も
日
々
凄
ま
じ
い
努
力
を
重
ね
て
き
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
。

射
撃
競
技
会
優
勝

第
三
三
三
共
通
教
育
中
隊

持
続
走
競
技
会
優
勝

第
三
一
七
共
通
教
育
中
隊

持続走競技会（１１月１１日）

持続走は３１７中隊が２連覇！

写真

写真写真

写真

大
隊
競
技
会

射撃競技会（１１月７日）

宣誓！（１１月６日開会式）



か け は し第２２号 （６）

年
男
・
年
女
の
抱
負

年
男
・
年
女
の
抱
負

年
男
・
年
女
の
抱
負

年
男
・
年
女
の
抱
負

年
男
・
年
女
の
抱
負

第
一
〇
九
教
育
大
隊

第
三
一
六
中
隊

二
等
陸
曹

井
上

敬
介

明
け
ま
し
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。自

衛
隊
に
入
隊
し
て
、
二
度
目
の

年
男
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
大
き
な
病
気
、
怪
我
等
を

す
る
こ
と
な
く
自
衛
官
と
し
て
勤
務

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
今
ま
で

携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
上
司
・
同
僚

の
皆
様
ご
指
導
、
ご
支
援
が
あ
っ
て

の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
家
族
の
支
え
が
あ
り
職
務

に
集
中
で
き
る
こ
と
を
心
か
ら
感
謝

し
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
三
月
に
第
一
〇
九

教
育
大
隊
の
一
員
と
な
り
、
助
教
と

し
て
勤
務
さ
せ
て
頂
い
て
ま
す
が
、

大
変
充
実
し
た
日
々
を
送
る
こ
と
が

で
き
て
ま
す
。

抱
負
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
、

病
気
、
怪
我
等
を
す
る
こ
と
な
く
勤

務
す
る
と
同
時
に
、
助
教
と
し
て
の

教
官
技
術
及
び
技
能
を
向
上
さ
せ
、

本
年
も
何
事
に
も
一
生
懸
命
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
が
即
応
予
備
自
衛
官
と
し
て
再

用
さ
れ
今
年
で
九
年
目
に
な
り
ま
す
。

そ
の
中
、
昨
年
は
部
隊
の
改
編
が
あ

り
、
私
は
新
設
さ
れ
た
狙
撃
班
に
配

置
に
な
り
ま
し
た
。
「
な
ぜ
私

が
？
」
と
当
初
は
戸
惑
い
不
安
だ
っ

た
の
で
す
が
、
が
む
し
ゃ
ら
に
訓
練

を
重
ね
る
う
ち
に
気
が
付
く
と
約
一

年
が
経
過
し
、
自
分
で
も
「
や
っ
て

や
れ
な
い
事
は
な
い
の
だ
な
」
と
改

め
て
実
感
し
ま
し
た
。
不
安
だ
っ
た

体
力
面
に
つ
い
て
も
自
身
が
付
い
た

と
思
い
ま
す
。

今
年
は
検
閲
受
閲
年
度
な
の
で
、

狙
撃
手
と
し
て
任
務
達
成
で
き
る
が

如
く
訓
練
に
臨
む
所
存
で
す
。
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
で
も
、
昨
年
銃
の
所
持
許

可
を
受
け
ラ
イ
フ
ル
射
撃
を
始
め
た

事
も
あ
り
ま
す
の
で
、
狙
撃
班
の
訓

練
と
と
も
に
錬
磨
し
て
国
体
を
目
指

し
て
行
く
事
が
今
年
か
ら
の
目
標
で

す
。
夢
は
世
界
の
舞
台
に
立
つ
こ
と

で
す
。

ど
こ
ま
で
成
せ
る
か
は
自
分
次
第
、

決
し
て
驕
ら
ず
あ
く
ま
で
真
摯
に
自

分
と
向
き
合
い
こ
れ
か
ら
も
目
標
と

夢
に
向
か
っ
て
全
力
で
頑
張
っ
て
行

き
た
い
で
す
。

第
四
十
九
普
通
科
連
隊

第
一
中
隊
（
即
自
）

三
等
陸
曹

永
野

登
志
雄

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
で
三
十
六
歳
と
な
り
、

年
男
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え

ま
し
た
。
入
隊
当
初
は
、
こ
の

先
自
衛
官
と
し
て
や
っ
て
い
く

か
ど
う
か
悩
ん
で
い
た
私
で
す

が
、
幸
い
こ
れ
ま
で
の
自
衛
隊

生
活
は
、
良
き
上
司
、
先
輩
の

方
々
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
お

か
げ
と
、
家
族
に
支
え
ら
れ
て
、

充
実
し
た
日
々
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

今
年
の
抱
負
と
し
て
は
、
転

属
し
て
二
年
半
が
経
ち
、
主
任

務
で
あ
る
新
隊
員
教
育
に
慣
れ

て
き
た
こ
と
か
ら
、
「
初
心
忘

る
べ
か
ら
ず
」
と
言
う
よ
う
に

今
一
度
初
心
に
返
り
、
「
自
分

を
磨
い
て
隊
員
に
見
せ
る
」
と

い
う
姿
勢
で
活
模
範
を
示
し
て

い
き
、
ま
た
中
堅
陸
曹
と
し
て

の
任
務
を
理
解
し
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

第
一
一
〇
教
育
大
隊

第
三
三
二
中
隊

二
等
陸
曹

川
本

章
雄

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
私
は
、
三
度
目
の
年
男

を
迎
え
、
三
十
六
年
間
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
し
た
が
、
十
八
歳
で
自
衛
隊
に

入
隊
し
、
自
衛
官
と
し
て
人
生
の
半

分
を
過
ご
せ
た
こ
と
は
、
上
司
及
び

同
僚
皆
様
の
お
か
げ
で
あ
る
こ
と
と

感
謝
致
し
ま
す
。
年
男
の
抱
負
で
す

が
二
つ
の
抱
負
を
立
て
ま
し
た
。
一

つ
目
は
「
体
力
練
成
」
で
す
。
自
衛

官
と
し
て
ま
た
、
普
通
科
隊
員
と
し

て
任
務
を
完
遂
で
き
る
体
力
を
維
持

す
る
た
め
継
続
的
に
体
力
練
成
を
実

施
し
、
１
０
０
キ
ロ
マ
ラ
ソ
ン
に
参

加
し
ゴ
ー
ル
し
た
い
で
す
。
二
つ
目

は
「
家
庭
円
満
」
で
す
。
結
婚
し
て

十
四
年
三
人
の
子
供
達
を
授
か
り
自

衛
隊
で
仕
事
に
専
念
で
き
た
の
も
、

妻
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
毎

日
の
炊
事
洗
濯
や
子
供
達
の
学
校
の

こ
と
演
習
で
不
在
す
る
時
は
一
人
で

三
人
の
面
倒
を
見
て
も
ら
い
と
て
も

感
謝
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
「
あ
り

が
と
う
」
と
感
謝
の
気
持
ち
を
言
葉

で
言
う
よ
う
に
し
ま
す
。
以
上
二
つ

の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
が
、
一
日
一

日
を
大
切
に
、
ま
た
後
悔
し
な
い
よ

う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
四
十
七
普
通
科
連
隊

本
部
管
理
中
隊

二
等
陸
曹

松
井

広
冶

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

月
日
が
経
つ
の
は
、
年
を
重
ね
る

ご
と
に
早
く
感
じ
る
も
の
で
、
平
成

二
十
五
年
三
月
、
こ
こ
大
津
駐
屯
地

に
異
動
と
な
り
、
も
う
す
ぐ
三
年
目

を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

駐
屯
地
新
着
任
者
教
育
の
警
備
教

育
で
、
駐
屯
地
外
柵
の
説
明
を
受
け

て
い
る
際
、
「
遠
く
へ
来
た
も
ん
だ

な
ー
」
と
思
い
な
が
ら
び
わ
湖
沿
い

を
歩
い
て
い
た
こ
と
を
昨
日
の
よ
う

に
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

昨
年
に
は
長
女
が
中
学
に
入
学
し
、

三
人
姉
妹
も
今
で
は
大
津
で
の
生
活

に
も
慣
れ
、
賑
や
か
な
新
年
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新
た
な
年
を
迎
え
、
職
務
に
対
す

る
熱
意
を
よ
り
一
層
引
き
立
て
、
今

一
度
、
初
心
に
帰
り
、
家
族
五
人
実

り
あ
る
一
年
を
歩
ん
で
い
き
た
い
と

お
も
い
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

第
四
陸
曹
教
育
隊

隊
本
部
訓
練
科

二
等
陸
曹

栗
本

伸
司


